
 

（１） 大分県高等学校体育連盟規約 

昭和２３年４月   制定 

昭和３３年５月１４日改正 

昭和３４年４月２２日改正 

昭和３８年５月 １日改正 

昭和３９年４月１３日改正 

昭和４２年４月２０日改正 

昭和４７年５月 ４日改正 

昭和５０年４月３０日改正 

昭和５４年４月２０日改正 

昭和５７年４月２１日改正 

昭和５８年４月１３日改正 

昭和５９年４月１３日改正 

昭和６０年４月１７日改正 

昭和６３年４月２１日改正 

平成元 年４月２１日改正 

平成３ 年４月２２日改正 

平成４ 年４月２３日改正 

平成７ 年４月２７日改正 

平成１５年４月２３日改正 

平成１７年４月２２日改正 

平成２０年４月２１日改正 

 平成２２年２月２３日改正 

平成２５年５月 ８日改正 

 平成２８年４月１４日改正 

 

第一章  総  則 

（名称及び事務局） 

第１条 

１． この会は、大分県高等学校体育連盟と称する。（以下「本連盟」と称する。） 

２． 事務局に関しては、別に定める。 

（目  的） 

第２条 本連盟は、大分県内高等学校体育の健全な発展を図ることを目的とする。 

（事  業） 

第３条 本連盟は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 学校体育の振興に関する調査、研究及び建議 

（２） 体育大会及びその他体育に関する各種行事の開催 

（３） 対外試合に関する調整 

（４） その他本連盟の目的達成に必要な事項 



 

（他団体との関連） 

第４条 本連盟は、（公財）全国及び九州高等学校体育連盟並びに（公財）大分県体育協

会に加盟する。 

 

第二章  組  織 

（組織及び加入） 

第５条 本連盟は、県内公私立高等学校をもって組織し、本連盟に加入を希望する学校は、

理事会の承認を得て所定の会費を納入しなければならない。 

（専 門 部） 

第６条 

１． 本連盟に次の専門委員会及び競技専門部を置く。 

（１） 調査研究専門委員会 

（２） その他、必要に応じて専門委員会を設けることができる。 

（３） 競技専門部 

陸上競技部・体操部・水泳部・バスケットボール部・バレーボール部・卓球部・

ソフトテニス部・ハンドボール部・サッカー部・ラグビーフットボール部・ソフ

トボール部・相撲部・柔道部・剣道部・弓道部・登山部・バドミントン部・ボー

ト部・レスリング部・テニス部・自転車競技部・ボクシング部・ホッケー部・ウ

エイトリフティング部・ヨット部・フェンシング部・馬術部・カヌー部・なぎな

た部・アーチェリー部・空手道部・ゴルフ部・ライフル射撃部・ボウリング部・

少林寺拳法部                     （３５競技専門部） 

２． 各専門部に関しては、別にこれを定める。 

（支  部） 

第７条 本連盟に次の支部を置く。 

大 分 支 部 （大分市・由布市） 

別速杵国東支部 （別府市・杵築市・速見郡・国東市） 

県北久大支部  （中津市・豊後高田市・宇佐市・日田市・玖珠郡） 

県南豊肥支部  （佐伯市・臼杵市・津久見市・竹田市・豊後大野市） 

 

第三章  役  員 

（役員の種類） 

第８条 

１． 本連盟に次の役員を置く。 

会長１名・副会長６名（支部長４名・私立高校長１名・定通部校長１名） 

理事長１名・副理事長２名（事務局校１名・大分支部１名）・理事若干名・評議員

若干名・専門部部長１名・専門部委員長各１名・監事３名（公私立高校長各１名含

む。） 

２． 以上の役員のほか、必要に応じ、顧問若干名を置くことができる。 

（役員の選出） 

第９条 



 

１． 本連盟の役員は、評議員会において選出又は承認する。 

２． 各役員の選出又は承認の方法については、別に定める。 

（役員の資格） 

第１０条 

１． 本連盟役員の任期は、原則として２年とする。ただし、再任は妨げない。 

役員の任期満了後といえども、後任者決定までその職務を行うものとする。 

２． 役員が任期の途中で交代する場合は、評議員会の承認を得なければならない。こ

の場合、補充役員の任期は、前任役員の残存期間とする。 

（役員の任務） 

第１１条 

１． 会長は、連盟を代表し、これを統括する。 

２． 副会長は、会長を補佐し、会長の事故あるときは、その職務を代行する。 

３． 支部長は、支部を代表し、これを統括する。 

４． 理事長は、会長の命により、会務を執行する。 

５． 副理事長は理事長を補佐し、理事長の事故あるときはその職務を代行する。 

６． 理事は、理事会に提出された議事を審議・決定し、各支部との連絡に当たり、更

に支部長の命により支部の会務を執行する。 

７． 専門部部長は、専門部を代表し、その会務を統括する。 

８． 専門部委員長は、各専門部を統括し、行事を執行する。 

９． 評議員は、評議員会に提出された事項を審議・決定する。 

１０． 顧問は会長の諮問に応ずる。 

１１． 監事は、財務を監査し、その結果を評議員会に報告する。 

 

第四章  会  議 

（評議員会） 

第１２条 

１． 評議員会は、毎年度当初、会長がこれを招集し、次の事項を審議する。 

（１） 過年度決算及び当該年度予算についての審議、承認及び決定 

（２） 当該年度事業計画の審議及び決定 

（３） 理事会で承認された規約の変更及び内規、申し合わせ事項等の審議、決定及び承

認 

（４） 役員の決定及び承認 

（５） その他会長の必要と認めた事項 

２． 評議員会は、会長・副会長・理事長・評議員をもって構成する。 

３． 評議員会の議事は会長が統括する。 

（理事会） 

第１３条 

１． 理事会は、必要に応じ、会長がこれを招集し、次の事項を審議・執行する。 

（１） 評議員会に提出する予算・決算・行事案の審議 

（２） 評議員からの委任事項の執行 



 

（３） 評議員会に提出する役員についての原案の審議 

（４） 事業・行事・予算等についての緊急事項の審議・執行 

（５） その他会長の必要と認める事項の審議・執行 

２． 理事会は、会長、副会長、理事長、副理事長、理事をもって組織する。 

３． 理事会の議事は、会長がこれを統括する。 

（専門部委員会及びその他の会議） 

第１４条 会長は、専門部委員長会、その他必要と求められる会議を招集することができ 

    る。 

     専門部委員長会、その他必要な会議については、別に定める。 

（会議の成立と決定） 

第１５条 本連盟の会議は、構成人員の３分の２以上の出席により成立し、規約改廃に関

する事項を除くその他の議案については、出席人員の過半数の承認により成立す

るものとする。 

 

第五章 会  計 

（経  費） 

第１６条 

１．本連盟の会費は次のものをもって支弁する。 

（１）会費（各学校負担金） 

（２）県大会参加負担金 

（３）寄付金及び補助金 

（４）その他の収入 

 ２．本連盟の会費及び大会参加負担金の額並びに納入方法については、別に定める。 

（会計年度） 

第１７条 本連盟の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

（予算・決算及び会計監査） 

第１８条 本連盟の予算及び決算は、毎年度評議員会の承認を得なければならない。また、

本連盟の会計は、年１回以上会計監査を受け、その結果を評議員会に報告しなけ

ればならない。 

（予算外支出） 

第１９条 本連盟の予算は、理事会の承認を得て予算外支出をすることができる。 

 

第六章 規約の改廃 

（規約の改廃） 

第２０条 本連盟の規約の改廃は、評議員会において出席者の４分の３以上の同意を得な

ければならない。 

 

 

 

第七章 表  彰 



 

（表  彰） 

第２１条 本連盟は、加盟学校の優秀な選手・教職員等を表彰する。その細則については、 

    別に定める。 

 

第八章 附  則 

（内規、その他の細則） 

第２２条 この規約実施に当たり、必要に応じ、更に内規その他の細則を理事会の承認を

得て定めることができる。 

第２３条 この規約は昭和５８年４月２１日から実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


